◇ＣＳＲの定義◇
ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）は、一般に「企業の社会的責任」と訳される。

ＣＳＲの定義は、多様で明確なものはない。時代や論ずる視点によりＣＳＲの範囲や企業に期待する役割が異なるからである。今回は、以下のようにＣＳＲを考える。
「企業活動のプロセスに社会的公正性や環境への配慮などを組み込み、ステークホルダー（株主、従業員、顧客、地域社会など）に対しアカウンタビリティを果たしてゆくこと。その結果、経済・社会・環境(トリプルボトムライン)的パフォーマンスの向上を目指すこと。」
◇ＣＳＲと企業価値◇
ＣＳＲの体系的な整理についてもさまざまな議論が存在する。ここでは、ＣＳＲの実践領域を「経営の誠実さと４つの企業価値」から具体例を整理すると以下のようになる。
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ＣＳＲは決して慈善事業ではなく単なるコスト要因でもない。ＣＳＲは企業価値向上をもたらす一つのツールであると考えていただきたい。
◇発表のアウトライン◇
まず、今回の発表にあたって我々の考え方を説明する。
今回、我々はＣＳＲを５Ｗ１Ｈの観点から論点整理を行った。
①ＣＳＲの目的(Ｗｈａｔ)
②ＣＳＲの相手(Ｗｈｏ)

③ＣＳＲの論拠(Ｗｈｙ)

④ＣＳＲの時期(Ｗｈｅｎ)
⑤ＣＳＲの範囲(Ｗｈｅｒｅ)
⑥ＣＳＲの手段(Ｈｏｗ)

①については、前貢の定義を参考にしていただきたい。

また、②と⑤も発表では割愛する。②ＣＳＲの相手(Ｗｈｏ)とは、自社、ステークホルダー、地域社会、地球環境、地球社会などが挙げられる。これらに対するＣＳＲによって生まれる企業価値については前貢の図を参考にしていただきたい。⑤はＣＳＲがどこまで及ぶのか、といった内容のものである。大きな論点としてＣＳＲのバウンダリー問題がある。これについては別途配布予定の補足資料を参考にしていただきたい。

発表では、③、④、⑥を扱う。以下が、具体的な発表のアウトラインである。

まず、③ＣＳＲの論拠(Ｗｈｙ)について、「社会構造の変化」と「競争優位の源泉としてのＣＳＲ」という二つの点から説明する。これらを理解することで、ＣＳＲを本質的な理解が可能になると考えている。

次に④ＣＳＲの時期(Ｗｈｅｎ)について、日米欧の歴史的経緯を踏まえて、それぞれの地域におけるＣＳＲの位置づけを解き明かす。ＣＳＲについての考え方や実施状況等、日米欧にはＣＳＲについて地域格差が存在する。これらを知ることで、日本企業がローカルで、そしてグローバルでＣＳＲを推進することを考えていただきたい。
最後に、⑥ＣＳＲの手段(Ｈｏｗ)について、具体的な事例を踏まえて考察する。実際に企業がＣＳＲを推進するにあたっての対応策を考える。
尚、「経営用語の基礎知識」における以下のページも事前に読んできていただきたい。

環境会計（P.172）
ＳＲＩ（P.208）

ＣＳＲ（P.209）

ステークホルダー（P.213）

以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池澤　大



























(出所)「ＣＳＲ経営」編著 谷本寛治　中央経済社を一部改正￥



































市場価値





従業員価値





社会価値





環境価値





経営の誠実さ





・地域社会との対話・連携


・地域の安全確保


・地域貢献確保、社会投資


・政治・行政との関係


・国際組織との協調・連携





・経営トップのコミットメント


・企業統治(第三者の視点)


・企業倫理・法令遵守


・情報開示・説明責任


・リスク・マネジメント





・機会均等、差別撤廃


・能力開発、就業の継続性


・仕事と家族の両立性


・女性の就業支援


・労働安全衛生





・地球温暖化防止


・資源循環


・有害物質管理


・水資源確保


・自然環境保全





・公正取引・競争


・消費者の権利


・サプライチェーン・マネジメント


・収益性の向上


・株主価値の向上





(出所)ニッセイ基礎研究所








